
スラックライン検定 「バウンス」 検定ルール・設置基準 

 

 

1. 【バウンス検定のルール】 

⚫ JSFed が認定する検定員 2 名以上によって、公正に執り行われるものとする。 

⚫ 各トリックは、それぞれ３回以内に成功させなければならないものとする。 

⚫ 原則として、検定員がカウント（5 秒程度）し、OK のサインを出すまでライン上

にとどまる事で成功とみなすものとする。 

⚫ ラインの上に立って静止し、検定員の合図をもってトリックの開始とみなし、開始

後に地面に触れた場合は失敗とみなすものとする。 

⚫ トリックはラインのおよそ中央部分で行う事こととする。 

⚫ バウンストリックは原則として立った状態から開始し、立った状態で終えるもの

とする。 

⚫ 一つのトリックまたはコンボを終えるたびに一旦ラインから降りるものとする。 

⚫ 検定員のスタートの合図があった後、体がラインから離れた時点でトリック開始

とし、トリックの前後および途中でトリック開始前の不要なマウント、不要なバッ

トバウンスやバランスを整えるためのバットバウンスなど、検定内容とは無関係

のトリックを行なうことはできないものとする。 

※その際は失敗とみなすものとする。 

⚫ ダビング（手や足等を使って地面を頼る行為）を行なった場合は、失敗とみなすも

のとする。 

またダビングの程度に関しては、原則として JSFed の大会ジャッジ規定に基づい

て判断するものとし、その判断は検定員に一任する。 

⚫ 技はコンボでなく、単独トリックを行う事とする。ただしローテーション（回転）

のトリックを行なう場合は、１組の組み合わせを単独トリックとする。 

⚫ 一つのトリックを終えてから次のトリック開始までの時間など、その他検定の進

行上のルールは検定員に従うものとし、検定の進行を妨げる行為または検定員の

指示に従わない行為が見られた場合は、その時点で不合格とする。 

 

 

2. 【バウンス検定の設置環境】 

⚫ 幅 5cm のポリエステル製スラックライン 

⚫ ラインの長さ：15m 以上〜25m 以下 

⚫ ラインの高さ：80cm 以上〜150cm 以下 

 



3. 【バウンストリックに関する事項および合格基準】 

⚫ バウンス技能検定では、基本的なバウンスの技能を検定の対象とするものとし、フ

ィート(足)、バットバウンス、チェストバウンス、バックバウンスの 4 つの基本

バウンスから構成したトリックのみを検定項目とする。 

⚫ ドロップニー、クルック、レディ、スプレドル等の応用バウンスは禁止とする。 

⚫ ローテーション（回転）のトリックの判定は、下記のバウンストリック２つの組み

合わせを指すものとし、受検者は下記の一覧から受検内容に必要数分の組み合わ

せを選択して行なうものとする。 

 

（バウンストリック組み合わせ一覧表） 

F→R→F   B→R→F   C→R→F   Ba→R→F 

F→R→B   B→R→B   C→R→B   Ba→R→B 

F→R→C   B→R→C   C→R→C   Ba→R→C 

F→R→Ba   B→R→Ba   C→R→Ba   Ba→R→Ba 

F・・・フィート(足で跳ねる技) 

B・・・バット バウンス(お尻で跳ねる技) 

C・・・チェスト バウンス(胸で跳ねる技) 

Ba・・・バック バウンス(背中で跳ねる技) 

R・・・ローテーション（横回転は 180、360、540。縦回転はフロントフリップ、 

バックフリップ） 

例) 

⚫ 180 系 

バット 180 バット(B180C)、バット 180 チェスト(B180C)、ナスティーチ

ェスト等 

⚫ 360 系 

フィート 360 フィート(F360F)、チェスト 360 バット(C360B)等 

⚫ 540 系 

バット 540 バット(B540B)、チェスト 540 バット(C540B)等 

⚫ Flip 系 

バットーフロントフリップーバット(BFB)、バットーミスティフリップーフ

ィート(BMF)等 

⚫ スパイラル(C360C)、モジョフラット 360(C360C)の場合、同じ C360C でも

回転軸が違うので違う技とカウントするものとする。 

⚫ ナスティーチェスト(B180C)、チェストナスティー(C180B)は 180 系に属し、

またバット 180 チェスト(B180C)、チェスト 180 バット(C180B)と違う技と

カウントするものとする。 



4. 【バウンス検定内容および合格基準】 

 

◼ バウンス検定３級 

下記の３つのバウンストリックを成功させることとする。 

・ストレートジャンプ 

・バットバウンス 

・チェストバウンス 

 

※．各トリックの合格基準は、【バウンス検定ルール】に定める通りとする。 

 

 

◼ バウンス検定２級 

A) 第３項「バウンストリックに関する事項および合格基準」項目内の「バウンス

トリック組み合わせ一覧表」から選択したトリックの組み合わせの内、それぞ

れ異なる 

・180 系３つ 

・360 系 2 つ 

の計５つのトリックを成功させる。 

尚、選択したトリックは予め検定員に提出し、検定がスタートした時点で一度

選択したトリックはいかなる理由があっても変更できないものとする。 

B) 選択した５つのいずれかのトリックの中に「フィート」「バットバウンス」「チ

ェストバウンス」の組み合わせが最低一つ以上含まれている必要があること

とする。 

 

（不合格の例） 

・バットバウンス → f/s 180 → バットバウンス 

・バットバウンス → b/s 180 → バットバウンス 

・フィート → f/s 180 → フィート 

・フィート → f/s 360 → フィート 

・フィート → b/s 360 → フィート 

 

仮に、上記の５つのトリックを行なった場合、180 系 3 つ、360 系 2 つとい

うＡ）の条件は満たしているが、これらのトリックには「チェストバウンス」が

含まれていないためＢ）の条件を満たしておらず、不合格となる。 

 

 



◼ バウンス検定１級 

A) 第 12-3 項「バウンストリックに関する事項および合格基準」項目内の「バウ

ンストリック組み合わせ一覧表」から選択したトリックの組み合わせの内、そ

れぞれ異なる 180 系 4 つ、360 系 3 つ、540 系１つ、フリップ系１つの計

９つのトリックを成功させる。尚、選択したトリックは予め検定員に提出し、

検定がスタートした時点で、一度選択したトリックはいかなる理由があって

も変更できないものとする。 

B) 選択した５つのいずれかのトリックの中に「フィート」「バットバウンス」「チ

ェストバウンス」「バックバウンス」の組み合わせが最低一つ以上含まれてい

る必要があることとする。 

 

※．各バウンストリックの合格基準は、第１項「バウンス技能検定ルール」に定め

る内容に従っており、かつ第３項「バウンストリックに関する事項および合格基準」

に定める基準を満たしている場合とする。 

 

 

 

5. 【検定料および認定料】 

⚫ 検定料は以下の通りです。 

連盟会員 

・バウンス検定３級：￥1,000 

・バウンス検定２級：￥1,500 

・バウンス検定１級：￥2,000 

連盟非会員 

・バウンス検定３級：￥4,000 

・バウンス検定２級：￥4,500 

・バウンス検定１級：￥5,000 

 

※．当連盟の入会金は、一般：￥1,000、中学生以下：￥0 

年会費は、一般：￥3,000、中学生以下：￥1,000 になりますので、 

当連盟への入会をお勧めします。 

 

 

 

 

 



 

⚫ 認定料は以下の通りです。 

連盟会員 

・バウンス検定３級：￥1,000 

・バウンス検定２級：￥1,500 

・バウンス検定１級：￥2,000 

連盟非会員 

・バウンス検定３級：￥4,000 

・バウンス検定２級：￥4,500 

・バウンス検定１級：￥5,000 

 

※．当連盟の入会金は、一般：￥1,000、中学生以下：￥0 

年会費は、一般：￥3,000、中学生以下：￥1,000 になりますので、 

当連盟への入会をお勧めします。 

 


